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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 18,117 29.0 △709 ― △611 ― △768 ―

2021年3月期第2四半期 14,042 △31.3 △1,354 ― △1,015 ― △776 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　△747百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　△720百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 △52.02 ―

2021年3月期第2四半期 △52.62 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 21,858 6,295 28.8

2021年3月期 22,632 7,116 31.4

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 6,295百万円 2021年3月期 7,116百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
35,000

～37,000

10.3

～16.6

60

～460
―

100

～500
―

80

～450
―

5.42

～30.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大による事業環境の変化による影響を鑑み、レンジ形式により開示しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 14,872,000 株 2021年3月期 14,872,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 108,764 株 2021年3月期 108,764 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 14,763,236 株 2021年3月期2Q 14,756,172 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～同年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染

症拡大が収束せず、緊急事態宣言発令やまん延防止等重点措置の適用が断続的に行われる中で、国内企業活動は非

製造業を中心に引き続き厳しい状況が続いております。また、夏期に発生した長雨等の天候不順や無観客での東京

オリンピック開催などの影響も相まって外出の自粛が常態化し、個人消費の低迷は長期化する様相にあります。

当社グループの属する食品関連業界におきましても、一部には「すごもり消費」等によるテイクアウトの需要を

捕らえ堅調に推移する業態もありましたが、外食産業を中心に、店舗の営業自粛や営業時間の短縮により通常の営

業活動を控えざるを得ないなど、予断を許さない状況が継続しております。

このような状況の中、当社グループにおきましては、引き続き従業員や取引先様等の感染防止を最優先としなが

ら、積極的に新規・深耕の営業活動を実施する中で、テイクアウト、ドライブスルー、宅配・デリバリー、専門店

等のコロナ禍に強い業態や、既存外食以外の中食、小売・量販、給食等への拡販をより一層加速させました。更に、

物流ルート再編や時間外労務費の縮小など、徹底した効率化による損益分岐点の低減継続にも努めました。

また、2021年５月に発表しました新中期経営計画「Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ 2024」の基本方針である「事

業ポートフォリオの変革」、「青果物流通インフラの構築」、「サスティナビリティ経営の推進」を実現すべく、

それぞれ具体的な施策展開を推進しているところです。

このような活動強化を推し進める一方で、期中に断続的に発令された緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の影

響は大きく、当第２四半期連結累計期間における売上高は18,117百万円（前年同四半期比29.0％増）となりまし

た。利益につきましても、夏期に発生した長雨や９月の気温低下や日照不足による葉菜類の市況悪化の影響も重な

り、営業損失は709百万円（前年同四半期は1,354百万円の営業損失）、経常損失は611百万円（前年同四半期は

1,015百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は768百万円（前年同四半期は776百万円の親会社株

主に帰属する四半期純損失）と前年同期比では改善させたものの、黒字回復までには至りませんでした。

　尚、足下では、緊急事態宣言が10月より解除となり、徐々に受注環境も改善しつつあります。また、昨年開始し

たＢtoＣビジネスでは、合弁会社・株式会社青果日和研究所に加え、ミールキット事業を強化すべく８月には新会

社・楽彩株式会社を設立し体制の整備を進めております。今後の環境改善を視野に、青果物流通全般を担うべく、

引き続きより一層のグループ体制強化を進めてまいります。

（２）財政状態に関する説明

流動資産は、前連結会計年度末に比べて7.5％減少し、8,235百万円となりました。これは、主として商品及び製

品が43百万円増加した一方、現金及び預金が460百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.8％減少し、13,622百万円となりました。これは、主として土地が

155百万円増加した一方、建物及び構築物が171百万円、その他の有形固定資産が62百万円減少したことなどによ

ります。

　この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.4％減少し、21,858百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて3.4％増加し、7,195百万円となりました。これは、主として未払法人

税等が14百万円減少した一方、買掛金が202百万円、１年内返済予定の長期借入金が34百万円増加したことなどに

よります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.2％減少し、8,367百万円となりました。これは、主としてその他の

固定負債が22百万円増加した一方、長期借入金が223百万円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.3％増加し、15,562百万円となりました。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて11.5％減少し、6,295百万円となりました。これは、主として利益剰

余金が841百万円減少したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績及び今後の見通しを検討した結

果、現時点におきまして2021年５月11日発表の業績予想に変更はありません。

　なお、今後業績予想に修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,641,473 4,180,992

売掛金 3,639,908 3,581,053

商品及び製品 143,311 186,340

仕掛品 8,111 8,495

原材料及び貯蔵品 97,921 119,177

その他 375,096 161,969

貸倒引当金 △2,716 △2,320

流動資産合計 8,903,106 8,235,709

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,285,668 6,114,520

土地 3,759,269 3,914,760

その他（純額） 2,365,564 2,303,164

有形固定資産合計 12,410,502 12,332,445

無形固定資産

その他 73,724 79,247

無形固定資産合計 73,724 79,247

投資その他の資産

その他 1,249,742 1,214,603

貸倒引当金 △4,179 △3,387

投資その他の資産合計 1,245,563 1,211,216

固定資産合計 13,729,790 13,622,910

資産合計 22,632,897 21,858,619
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,856,596 2,059,338

短期借入金 2,200,000 2,200,000

1年内返済予定の長期借入金 1,199,140 1,233,421

未払法人税等 26,183 12,176

未払金 1,327,674 1,333,724

賞与引当金 97,670 85,017

その他 250,544 271,384

流動負債合計 6,957,811 7,195,063

固定負債

長期借入金 7,604,300 7,380,450

退職給付に係る負債 142,664 152,808

資産除去債務 291,903 292,621

その他 519,432 541,760

固定負債合計 8,558,300 8,367,640

負債合計 15,516,111 15,562,703

純資産の部

株主資本

資本金 1,377,113 1,377,113

資本剰余金 2,171,446 2,171,446

利益剰余金 3,420,932 2,579,115

自己株式 △24,808 △24,808

株主資本合計 6,944,684 6,102,867

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 160,630 187,312

退職給付に係る調整累計額 11,470 5,735

その他の包括利益累計額合計 172,101 193,047

純資産合計 7,116,785 6,295,915

負債純資産合計 22,632,897 21,858,619
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 14,042,712 18,117,853

売上原価 11,641,559 14,831,528

売上総利益 2,401,153 3,286,325

販売費及び一般管理費 3,755,375 3,996,285

営業損失(△) △1,354,222 △709,960

営業外収益

受取利息 1,129 1,077

受取配当金 2,383 1,926

物品売却益 4,203 6,410

受取賃貸料 20,158 22,067

助成金収入 325,456 69,314

その他 14,155 17,667

営業外収益合計 367,486 118,464

営業外費用

支払利息 16,395 17,377

休止固定資産減価償却費 8,757 ―

その他 3,547 2,225

営業外費用合計 28,699 19,602

経常損失(△) △1,015,434 △611,098

特別利益

固定資産売却益 135 53

投資有価証券売却益 136 ―

特別利益合計 271 53

特別損失

固定資産除却損 1,195 957

投資有価証券売却損 665 ―

投資有価証券評価損 ― 10,500

不動産取得税等 ― 6,649

操業休止関連費用 6,420 ―

訴訟関連損失 ― 17,231

その他 970 ―

特別損失合計 9,252 35,338

税金等調整前四半期純損失(△) △1,024,415 △646,382

法人税等 △247,950 121,617

四半期純損失(△) △776,465 △768,000

親会社株主に帰属する四半期純損失(△) △776,465 △768,000
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純損失(△) △776,465 △768,000

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 59,028 26,681

退職給付に係る調整額 △2,707 △5,735

その他の包括利益合計 56,320 20,946

四半期包括利益 △720,144 △747,053

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △720,144 △747,053

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失(△) △1,024,415 △646,382

減価償却費 436,301 464,491

引当金の増減額（△は減少） △36,859 △13,840

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,543 4,499

受取利息及び受取配当金 △3,512 △3,004

助成金収入 △325,456 △69,314

支払利息 16,395 17,377

固定資産除却損 1,195 957

投資有価証券評価損 ― 10,500

不動産取得税等 ― 6,649

売上債権の増減額（△は増加） 59,956 59,645

棚卸資産の増減額（△は増加） △25,446 △64,669

仕入債務の増減額（△は減少） 133,327 202,742

未払金の増減額（△は減少） △19,906 32,439

その他 94,236 13,093

小計 △688,641 15,183

利息及び配当金の受取額 3,503 3,002

利息の支払額 △18,210 △15,929

補助金の受取額 ― 85,568

助成金の受取額 294,370 94,101

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △87,307 66,306

営業活動によるキャッシュ・フロー △496,286 248,233

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △466,431 △332,339

無形固定資産の取得による支出 △8,074 △32,008

投資有価証券の取得による支出 △4,991 △2,647

投資有価証券の売却による収入 21,255 ―

貸付けによる支出 △1,093 △1,057

敷金及び保証金の差入による支出 △3,665 △476

保険積立金の払戻による収入 14 ―

その他 13,112 5,356

投資活動によるキャッシュ・フロー △449,873 △363,173

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,940,000 ―

長期借入れによる収入 ― 460,000

長期借入金の返済による支出 △542,436 △649,568

リース債務の返済による支出 △71,798 △82,177

配当金の支払額 △73,719 △73,795

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,252,045 △345,541

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 305,886 △460,481

現金及び現金同等物の期首残高 3,930,504 4,314,192

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,236,390 3,853,711
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。） 等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準等第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、収益認識会計基準等の適用による、当第２四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与え

る影響はありません。

　また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載いたしました新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期

等を含む仮定に重要な変更はありません。
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３．その他

（１）最近における四半期毎の業績推移

2022年３月期（連結） （単位：千円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

売上高 8,578,214 9,539,638

営業損失（△） △ 282,168 △427,791

経常損失（△） △219,859 △391,238

親会社株主に帰属する四半期

純損失(△)
△322,113 △445,887

１株当たり四半期純損失(△) △21.82円 △30.20円

総資産 22,315,115 21,858,619

純資産 6,714,353 6,295,915

１株当たり純資産 454.80円 426.46円

2021年３月期（連結） （単位：千円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

売上高 5,459,812 8,582,900 9,539,704 8,143,253

営業利益又は損失（△） △ 1,058,086 △ 296,135 212,206 △ 325,314

経常利益又は損失（△） △ 755,719 △ 259,715 232,761 △ 249,104

親会社株主に帰属する四半期

純利益又は損失(△)
△ 600,752 △ 175,712 184,519 △ 361,345

１株当たり四半期純利益又は

損失(△)
△40.72円 △11.91円 12.50円 △24.48円

総資産 22,451,466 22,470,731 22,873,119 22,632,897

純資産 7,386,408 7,235,113 7,427,690 7,116,785

１株当たり純資産 500.65円 490.08円 503.12円 482.06円

（２）部門別売上高の状況

2021年３月期 2022年３月期

比較増減 比較増減
第２四半期 第２四半期

(自 2020年４月１日) (自 2021年４月１日)

(至 2020年９月30日) (至 2021年９月30日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円)
構成比

(％)
(千円) (％)

カット野菜部門 6,520,327 46.4 8,644,257 47.7 2,123,929 32.6

ホール野菜部門 5,861,008 41.8 6,587,291 36.4 726,282 12.4

その他部門 1,661,377 11.8 2,886,305 15.9 1,224,928 73.7

合 計 14,042,712 100.0 18,117,853 100.0 4,075,140 29.0

　


